
令和６年度当初予算

【再掲】「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プロジェクト

諸収入

○不登校等児童生徒対策
　・不登校SSR推進校への支援及び
  　県教育支援センター（SCHOOL"S"）の運営
  ・関係団体等との連携について検討
　・「広島LEARNプロジェクト」等の実施

10,611

210,000

（単位：千円）

内　　　　容 今回予算額

○小学校低学年における学びの基盤づくり事業 3,143学力向上対策の強化

158,206

相談支援体制等の強化

○スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の配置
　・中学校区：50校区（＋２校区）、高等学校拠点校：４校
　・配置総時間数：31,630時間（＋1,040時間）

合　　　　　計

成果目標

○　ワーク　　：10　学びのセーフティネットの構築
○　ワーク目標：不登校児童生徒への支援の結果、好ましい変化が見られた児童生徒の割合
　　　　　　　　（R4実績）50.3％　（R6目標）53.0％　（R7目標）53.3％

事業費　（単位：千円）

財　　　　源　　　　内　　　　訳
国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰越金

0

県債

内　　　　容

一般財源

　事業内容

支出科目
款：教育費　項：教育総務費、中学校費、高等学校費、社会教育費　目：教育指導費、教職員費、高等学校総務費、社会教育総務費

款：高等学校等奨学金　項：高等学校等奨学金　目：高等学校等奨学金

担当課 教育支援推進課、乳幼児教育支援センター、義務教育指導課、個別最適な学び担当、豊かな心と身体育成課、生涯学習課

事業名 学びのセーフティネット構築事業（一部国庫）

目　的

　貧困の世代間連鎖を断ち切るため、家庭の経済的事情等に関わらず、全ての子供の能力と可能性を最大限高めることが
できる教育を実現する。

事業説明

　対象者

　乳幼児、児童生徒、保護者等

今回予算額

乳幼児期の教育・保育
の充実

○教育・保育内容の充実等
○幼保小連携・接続の推進
○家庭教育支援の充実
○乳幼児教育支援センターの体制整備

103,744

経済的支援の拡充
〔高等学校等奨学金
　特別会計〕

433,572

○子供の居場所づくり
　・放課後子供教室、地域未来塾等の実施

0

○ＩＣＴ機器の購入に係る給付制度
　経済的に困難な家庭（非課税世帯）の生徒に対して、生徒１人１台
のＰＣ端末の購入費用等の給付を実施

51,612

前年度
当 初
予算額

一般会計 211,354

事 業 費

今 回
予算額

1,211 0 134,214

特別会計 210,000 0 0 0 0 210,000 0 0

0 0 1,897 0 152,886

75,929 0 0 0 0

一般会計 223,572 68,789 0 0

0 210,000 0 0特別会計 210,000 0 0 0



令和６年度当初予算

就職支援プロジェクト

〇 技能検定の企画・実施
〇 実施分野：５分野(清掃、接客、パソコン、流通・物流、食品加
工)
〇 就職サポート隊（支援・協力企業）の募集
〇 ジョブサポートティーチャーの配置
   （16校[市立特支を除く]）

4,158

〇 看護師研修、医療的ケア研修会の実施
〇 校外教育活動への看護師等同行、指導医による指導等
〇 医療的ケアを理由にスクールバスが利用できない医療的ケア児
　への通学支援を実施

122,421

（債務2,050,852

合　　 　　計 2,140,837

事 業 費

成果目標
〇　事業目標　：個別の指導計画作成率
　　　　　　　　（R4実績）幼稚園： 100％、小学校：99.9％、中学校：99.9％、高等学校：98.6％
　　　　　　　　（R6目標）幼稚園： 100％、小学校：100％、中学校：100％、高等学校：96.0％
〇　ワーク　　：11　特別支援教育の充実
〇　ワーク目標：個別の教育支援計画作成率
　　　　　　　　（R4実績）幼稚園： 100％、小学校：99.7％、中学校：99.6％、高等学校：98.4％
　　　　　　　　（R6目標）幼稚園： 100％、小学校：100％、中学校：100％、高等学校：100％
  　　　　　　　（R7目標）幼稚園： 100％、小学校：100％、中学校：100％、高等学校：100％

事業費　（単位：千円）

財　　　　源　　　　内　　　　訳
国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入

　事業内容

支出科目 款：教育費  　項：教育総務費  　目：教育指導費　　　　　　　　　
担当課 特別支援教育課、施設課

事業名 特別支援教育ビジョン推進事業（一部国庫）

目　的

　特別支援教育の充実を図るため、特別支援教育ビジョンに基づく施策を実施する。

事業説明

　対象者

　特別支援学校等の幼児児童生徒及び教員

1,402,400 179,286558,782 0 0 0 0 369今 回予 算額 2,140,837

前 年 度
当 初予 算額 874,217

（単位：千円）

内　　　　容 今回予算額

特別支援教育指導委員
会

〇 広島県特別支援教育指導委員会の開催 367

特別支援教育体制整備
〇 教育相談主任及び特別支援教育コーディネーターによる幼稚園、
　保育所、小・中・高等学校等に対する支援等を実施

1,193

教育環境の充実・整備

医療的ケア実施体制の
整備

教員の専門性向上 〇 免許法認定講習の実施

繰入金 諸収入

2,843

〇 県立特別支援学校の教室不足の解消に向けた教育環境の整備
・黒瀬特別支援学校及び呉南特別支援学校の整備に係る工事等を実施
・広島北特別支援学校の整備に係る設計委託等を実施

2,009,855

県債 一般財源

402 595,900 79,035
1,260,600 327,952）

0
462,300

198,880 0 0 0



令和６年度当初予算

　

0 0 0 0 29,539

前 年 度
当 初予 算額

25,545 0 0 0 0 0 0 0 25,545

今 回予 算額 29,539 0 0 0

成果目標

○ ワーク　　：12　キャリア教育・職業教育の推進
○ ワーク目標：新規高等学校卒業者の就職率
              （R4実績）99.3%（全国平均98.0％）　（R6目標）全国平均以上　（R7目標）全国平均以上
　　　　　　　 新規高等学校卒業者の３年以内離職率
              （R4実績）34.8%（全国平均35.9％）　（R6目標）全国平均以下　（R7目標）全国平均以下

事業費　（単位：千円）

事 業 費
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰入金 諸収入 県債 一般財源

（単位：千円）

内　　　　容 今回予算額

産業界のニーズや将来
的な社会変化に対応し
た職業教育の充実
【一部新規】

〇産業界で必要な資質・能力の育成を図るためのカリキュラムの実施
〇教員の資質能力向上を図るための先端技術を有する企業や大学、研
究所等の専門家を招聘した研修会の開催等
〇教育資源の活用を図るための学校と産業界をつなぐコーディネー
ターの配置拡充【一部新規】

29,539

　事業内容

支出科目 款：教育費 　 項：教育総務費  　目：教育指導費　　　　　　　　　
担当課 高校教育指導課

事業名 産業教育推進事業（単県）【一部新規】

目　的

　次代の産業を支える専門高校生等に対し、基盤となる基礎的・基本的な技術・技能に加え、産業界のニーズに呼応
する形で、デジタル化に対応した産業機器を活用するためのベースとなる力や、将来を見据え、新たな価値や付加価
値を創出できる素養（資質・能力）が身に付けられるよう、職業教育の充実を図る。

事業説明

　対象者

　農業、工業、商業、家庭、看護及び福祉に関する学科又は総合学科を設置している高等学校（25校）の生徒、教員



令和５年度２月補正

 パーテーション・簡易扉等やカメラの整備に係る経費に対する支援を実施する。

（単位：千円）

　事業内容

支出科目
款：民生費、教育費
項：児童福祉費、教育総務費、特別支援学校費
目：児童福祉総務費、私学振興費、特別支援学校費　ほか

担当課 学事課、安心保育推進課、こども家庭課、障害者支援課、特別支援教育課

事業名 性被害防止対策に係る設備等支援事業（一部国庫）【新規】

目　的
　子供の性被害の未然防止や早期発見、プライバシーの保護のために、保育施設等における設備等の整備に係る経費
の支援を行う。

事業説明

　対象者
　認可外保育施設、障害児入所施設、障害児通所支援事業所、児童養護施設、母子生活支援施設、私立幼稚園（認定こ
ども園を除く。）の設置者、県立特別支援学校

内　　　　容 今回予算額

性被害防止対策に係る
設備等支援事業
【新規】

［健康福祉局所管分］
　認可外保育施設：52施設
　障害児入所施設等：106施設
　児童養護施設等：４施設
　　※補助率3/4、補助上限額75千円/施設

12,150

［環境県民局所管分］
　私立幼稚園（認定こども園を除く。）：110園
　　※補助率3/4、補助上限額75千円/園

8,250

［教育委員会所管分］
　県立特別支援学校（分級・分教室を含む。）：15校
　　※100千円/校

1,500

一般財源

合　　　　計 21,900

成果目標
〇　事業目標：子供の性被害防止対策の実施

事業費　（単位：千円）

事 業 費
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰入金 諸収入 県債

今 回予 算額 21,900 14,350 0 0 0 0 0 0 7,550

現 計予 算額 0 0 0 0 0 0 0 0 0



令和５年度２月補正

　事業内容

支出科目
款：民生費、教育費
項：児童福祉費、教育総務費、保健体育費
目：児童福祉総務費、私学振興費、保健体育総務費

担当課 学事課、安心保育推進課、乳幼児教育支援センター

事業名 幼稚園等のデジタル環境整備支援事業（国庫）

目　的

　幼児教育の質の向上に向け、教育に係る資料の電子化に必要なデジタル環境の整備に係る費用の支援を行う。

事業説明

　対象者
　幼稚園、幼稚園型認定こども園、幼保連携型認定こども園を設置する学校法人、社会福祉法人、市町

（単位：千円）

内　　　　容 今回予算額

28,500
幼稚園等のデジタル環境
整備支援事業

［健康福祉局所管分］
　幼保連携型認定こども園：38園
　※補助率1/2
　　補助上限額750千円/園（7学級以上）、500千円/園（6学級以下）

［環境県民局所管分］
　私立幼稚園、幼稚園型認定こども園：62園
　※補助率1/2
　　補助上限額750千円/園（7学級以上）、500千円/園（6学級以下）

合　　　　計

事 業 費
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰入金 一般財源

81,000

成果目標

0 0 0

現 計予 算額 0 0 0 0 0 0

今 回予 算額 81,000

0 0 0

　情報システム導入に係る費用（購入費、改修費等）や端末・備品等整備費等に係る経費に対する支援を実施する。

81,000

［教育委員会所管分］
　公立幼稚園：12園
　※補助率1/2
　　補助上限額500千円/園（6学級以下）

46,500

6,000

0 0 0 0

諸収入 県債

〇　事業目標：幼児教育の質の向上を図るために必要なデジタル環境の整備

事業費　（単位：千円）



令和６年度当初予算・令和５年度２月補正

【教育振興基金充当】

　・　防球ネット等改修工事　等

〇　屋上防水工事　～　10校程度
〇　建物法定点検　～　34校
〇　維持修繕（土砂災害対応安全対策を含む。）

今回予算額
内　　　　容

(債務2,554,800)

3,082,694―

令 和 ６ 年 度
当 初 予 算

令 和 ５ 年 度
２月補正予算

〇　校舎等整備
　・　内外部改修工事　～　12校　　等
〇　屋外運動場整備
　・　グラウンド改修工事
〇　防球ネット等整備

学校改修

維持管理

温室効果ガス
削減対策

情報化教育推進

(債務170,000)
1,725,109

―

(債務100,000)
920,685

165,000
合　　　　　　　　計

1,891,014今  回
予算額

令 和 ６ 年 度
当 初 予 算
令 和 ５ 年 度
２月補正予算

165,000 25,000 0

〇　校舎等照明ＬＥＤ化改修工事　等

〇　情報教室の生徒用ＰＣ等整備
　・　生徒用ＰＣ賃貸借
〇　Ｈｅｉｗａネットの運営
　・　ネットワーク拠点機器、回線、維持経費　等
〇　校内通信ネットワークの運営
　・　校内通信ネットワーク環境の維持管理、回線経費　等

―

165,000

―

〇　広島北特別支援学校の空調設備更新工事

690,300

　　設備整備、維持管理　　等
〇　空調設備の維持管理費用等

支出科目
款：教育費　　　項：教育総務費　　　　　目：教育指導費
款：教育費　　　項：高等学校費　　　　　目：高等学校管理費　　　
款：教育費　　　項：特別支援学校費　　　目：特別支援学校費

担当課 施設課、学校経営戦略推進課

　県立の中学校、高等学校及び特別支援学校の児童・生徒等

　事業内容

（単位：千円）

事業名 県立学校施設設備整備事業（一部国庫）

目　的

　児童・生徒等の学習や生活の場であり、非常災害時には地域住民の避難所等としての役割も果たす学校施設の老朽化対
策（長寿命化改修等）や、防災機能の強化、「学びの変革」を推進する施設設備の整備などを進めるとともに、情報教育
推進のための設備整備を進めることにより、安全・安心で質の高い教育環境の整備を計画的かつ着実に進める。

事業説明

　対象者

(債務2,824,800)

6,418,788

成果目標
〇　事業目標　：安全・安心で質の高い教育環境の確保

事業費　（単位：千円）

事 業 費
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰入金 諸収入 県債 一般財源

(債務2,824,800 2,479,800 345,000)

0

0 0 0 0 117,500

24,900 1,081 4,485,7000

―

22,500

前 年 度
当 初 予 算 額

(債務2,200,249

2,090,432
1,887,600 312,649)

5,861,078 16,093 0 0 0 25,800 1,053 3,727,700

6,418,788 16,093 0



令和５年度２月補正

　事業内容

支出科目 款：教育費  　項：教育総務費  　目：教育指導費
担当課 個別最適な学び担当

事業名 生徒指導総合対策事業（国庫）

目　的

　支援を必要としている児童生徒が学びにつながっていけるようにするため、県の相談・支援体制の強化を図る。

事業説明

　対象者

　児童生徒、保護者等、市町教育委員会

（単位：千円）

内　　　　容 今回予算額

教育相談の充実

○教育相談推進事業（国受託事業）
　・県立教育センターの相談員を増員し、これまでの来所・電話相談
　　に加えて、オンライン相談を実施
　・相談員及び指導主事が市町教育支援センター等を訪問し、相談会
　　を開催
　・市町教育支援センター同士のネットワーク構築のため、連絡会議
　　を開催

15,000

使用料・
手数料

財産収入 繰入金 諸収入

成果目標

○　事業目標：支援を必要としている児童生徒に対する相談・支援体制の強化

事業費　（単位：千円）

県債 一般財源
事 業 費

財　　　　源　　　　内　　　　訳
国　庫
支出金

分担金・
負担金

18,498

今 回 予 算 額 15,000 15,000 0 0 0 0 0 0 0

現 計 予 算 額 26,724 7,622 0 0 0 0 604 0



令和６年度当初予算

魅力ある高校づくり
【一部新規】

合　　　　　計 312,725

※ＳＴＥＡＭ教育：ＳＴＥＭ（Science、Technology、Engineering、Mathematics）に加え、芸術、文化、生活、
　経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範囲でＡ（Liberal Arts）を定義し、各教科等での学習を実社会での
　問題発見・解決に生かしていくための教科等横断的な教育

○１学年１学級規模校等の活性化に向けた取組に対する支援【一部新
規】
・学校活性化に向けた取組に係る経費を拡充
・活性化策をより効果的な取組に改善するための分析ツールの導入
・各学校及び県教育委員会への伴走支援等を行う学校魅力化アドバイ
ザーの配置　等

54,280

グローバルマインドの
涵養を図る教育環境の
整備

○中学校英語力向上総合対策プロジェクト
・英語を使ってコミュニケーションを図る機会の充実に向けて、海外
の教育機関等と連携してプラットフォームを構築

7,733

個別最適な学びの促進
○個別最適な学びの推進
・児童生徒の個々の理解度や興味・関心などを考慮した学習活動の充
実に向けた先進事例の普及・推進

2,553

教員の資質・能力の向
上

○教員の資質・能力の向上に係る研修等の実施
・「本質的な問い」を設定する力や生徒をファシリテートする力・評
価する力など、主体的な学びに必要な資質・能力を習得する研修を実
施
・「学びの変革」の更なる推進に向け、県内指定校の取組を普及する
ためのオンライン実践交流会等を実施

1,246

探究的な学びに必要な
学習環境の充実

○デジタルを基盤とする環境整備
・生徒一人１台コンピュータを保護者負担により導入することと併せ
て、学校で使用する周辺機器の整備や、活用のための支援及び研修を
実施

176,658

○中山間地域の学校における遠隔教育の推進
・遠隔教育システムを活用することにより、中山間地域等に位置する
県立高等学校において、探究的な学びの実現等につながる教育活動を
展開

27,416

○平和、産業等をテーマにした探究活動の実施
・県立高等学校の生徒を対象に現代的諸課題について知識を深め、
ディスカッションを通して考察し発信する探究活動を実施

8,300

○ＳＴＥＡＭ教育の視点を取り入れた探究活動の充実
・学校が設定した生徒の資質・能力の育成のため、実社会に即した教
科横断的な学びを実践するカリキュラムを開発
・スタンフォード大学と連携した遠隔講座を開設し、より高度な学び
の機会を提供

18,195

（単位：千円）

内　　　　容 今回予算額

カリキュラムの質的向
上【一部新規】

○学科等の特色を生かしたカリキュラムの実施
・生徒の深い学びにつなげていくため、学校全体で組織的に学科等の
特色を生かしたカリキュラムを実施

9,669

○カリキュラム・マネジメントの充実に向けた研修【一部新規】
・各教科における教科指導を牽引し、探究的な学習活動や協働的学び
等をデザインできる指導力を有する教員の育成

5,539

○児童生徒の「主体的な学び」を促すカリキュラムの実施
・小学校と中学校が連携し、プロジェクト型学習を取り入れた探究的
な学習を中核としたカリキュラム等を実施

1,136

　事業内容

支出科目 款：教育費  項：教育総務費、高等学校費、特別支援学校費 　目：教育指導費、高等学校管理費、特別支援学校費

担当課 学校経営戦略推進課、義務教育指導課、個別最適な学び担当、高校教育指導課、特別支援教育課

事業名 「学びの変革」推進事業（一部国庫）【一部新規】

目　的
　多様な学習機会と場の提供等を通じた「個別最適な学び」を推進するとともに、デジタル技術の急速な進展を踏ま
え、あらゆる教育活動において、日常的にデジタル機器等を活用する環境を整え、情報モラルを含めた子供たちのデ
ジタルリテラシーの向上を図るほか、デジタル技術の効果的な活用等を通じた、子供たちの主体的な学びを促す教育
活動の充実や、グローバルマインドの涵養を図る教育環境の整備などにより、「学びの変革」の更なる加速に取り組
む。

事業説明

　対象者

　児童生徒、教員



344,854

297,012

前 年 度
当 初予 算額

349,745 3,901 0 0 0 0 990 0

今 回予 算額 312,725 14,859 0 0 0 0 854 0

一般財源
事 業 費

財　　　　源　　　　内　　　　訳

諸収入 県債

成果目標

○ ワーク　　：８　学びの変革の推進
○ ワーク目標：８割以上の教員が主体的な学びを実践している学校の割合
　　　　 　　　（実績）小：98.2％（R4）、中：94.4％（R4）、高：94.8％（R4）
　　　　 　　　（R6目標）全校種100％　（R7目標）全校種100％
　　　　 　　　カリキュラム・マネジメントが組織的に実践できている高等学校の割合
　　　　 　　　（R4実績）94.6％　（R6目標）100％　（R7目標）100％
　　　　 　　　課題発見・解決学習に取り組んでいる小・中学校の割合
　　　　 　　　（R5実績）小：96.9％、中：93.3％　（R6目標）全校種100％　（R7目標）全校種100％
　　　　　　　 外国人との積極的なコミュニケーションが大切だと考える生徒（中学生）の割合
               （R5実績）56.0％　（R6目標）64.0％　（R7目標）65.0％

事業費　（単位：千円）

国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰入金



令和６年度当初予算

　

（単位：千円）

内　　　　容 今回予算額

教育・保育内容の充実
等

○園所等の教育・保育の質の向上のための研修の実施
○幼児教育アドバイザー訪問事業の実施
○保育ソーシャルワーカー派遣事業等の実施
○園所等に対するペアレント・トレーニング研修の実施
○園所等に対する本の貸出冊数の拡充

57,410

0 97,434

4,704 0 0 0 0 890 0 93,844

4,686 0 0 0 0 1,624

県債 一般財源

成果目標

○ 事業目標
・幼児教育アドバイザー訪問事業活用又は研修参加した園所等の割合
　(R4実績)87.4% (R6目標)100%
○ ワーク：７　乳幼児教育・保育の充実
○ ワーク目標
・自己評価を実施している園・所の割合
　(R4実績) 90.7% (R6目標)100% (R7目標)100%
・「遊びの中に学びがある」ことについて、理解している保護者の割合
　(R4実績) 97.9% (R6目標)90% (R7目標)91%

事業費　（単位：千円）

財　　　　源　　　　内　　　　訳
国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰入金 諸収入

　事業内容

支出科目 款：教育費　  項：教育総務費　　  　目：教育指導費 　　　　　　
担当課 乳幼児教育支援センター・生涯学習課

事業名 「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プロジェクト（一部国庫）

目　的

　全県的な乳幼児期の教育・保育の質の向上に向け、家庭教育への支援や教育・保育施設への支援の在り方などにつ
いて「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プランに基づいた取組を実施し、乳幼児期における教育・保育の充実を
図る。

事業説明

　対象者

　乳幼児、保護者、教育・保育施設の教員・保育士　等

今 回予 算額

前 年 度
当 初予 算額

事 業 費

103,744

99,438

幼保小連携・接続の推
進

○幼保小連携・接続に係る研修の実施
○長期派遣研修の実施
○幼保小連携・接続の推進に係る委託事業の実施

4,906

家庭教育支援の充実
○「遊びは学び」をはじめとした親に伝えたい内容の共感的理解の促進
○親の育ちを応援する学びの機会の充実
○地域による親子支援の推進

8,538

乳幼児教育支援セン
ターの体制整備

○専門職員の育成・確保
○各種会議等による教育・保育の質の向上のための施策検討

32,890

合　　 　　計 103,744



令和６年度当初予算・令和５年度２月補正

【教育振興基金充当】

支出科目 款：教育費  　項：教育総務費  　目：教育指導費　　　　　　　　　
担当課 学校経営戦略推進課、特別支援教育課

事業名 「ＧＩＧＡスクール構想の実現」に向けたデジタル基盤整備事業（国庫）【新規】

（単位：千円）

内　　　　容
今回予算額

令 和 ５ 年 度
２月補正予算

令 和 ６ 年 度
当 初 予 算

目　的

　県内公立小中学校等において整備している児童生徒の一人１台端末等について、国の「ＧＩＧＡスクール構想」を踏ま
え、令和10年度までに計画的な更新整備を行うことによって、県内公立小中学校等の児童生徒が引き続き、日常的にデジ
タル機器を活用することのできる環境を確保する。

事業説明

　対象者

　県内市町並びに県立中学校及び特別支援学校

　事業内容

3,363

合　　 　　計 1,786,967 5,251,737

基金への積立て
○教育振興基金への積立て
　・後年度の更新整備の財源として受け入れる国庫を基金に
　積立て

1,786,967 4,433,582

一人１台端末等の更新整備

○一人１台端末の更新整備
　・市町における一人１台端末の更新整備への支援
　　【補助率】国：2/3、市町：1/3
　　【補助基準額】55,000円/台
　　※県立学校については令和７年度以降に実施予定

― 814,792

○入出力支援装置の更新整備
　・県立学校における入出力支援装置の更新整備
　　【補助率】国：10/10
　　※市町については令和７年度以降に実施予定

―

成果目標
○ 事業目標　：県内全自治体における児童生徒一人１台端末等の更新整備の完了（～令和10年度）
○ ワーク　　：８　学びの変革の推進
○ ワーク目標：８割以上の教員が主体的な学びを実践している学校の割合
　　　　 　　　（実績）小：98.2％（R4）、中：94.4％（R4）、高：94.8％（R4）
　　　　 　　　（R6目標）全校種100％　（R7目標）全校種100％
　　　　 　　　カリキュラム・マネジメントが組織的に実践できている高等学校の割合
　　　　 　　　（R4実績）94.6％　（R6目標）100％　（R7目標）100％
　　　　 　　　課題発見・解決学習に取り組んでいる小・中学校の割合
　　　　 　　　（R5実績）小：96.9％、中：93.3％　（R6目標）全校種100％　（R7目標）全校種100％
　　　　　　　 外国人との積極的なコミュニケーションが大切だと考える生徒（中学生）の割合
               （R5実績）56.0％　（R6目標）64.0％　（R7目標）65.0％

事業費　（単位：千円）

事業費
財　　　　源　　　　内　　　　訳

国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰入金 諸収入 県債 一般財源

今  回
予算額

令 和 ６ 年 度
当 初 予 算

5,251,737 4,433,582 0 0 0 818,155 0 0 0

令 和 ５ 年 度
２月補正予算

1,786,967 1,786,967 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

前 年 度
当 初 予 算 額

0 0 0 0



令和５年度２月補正

　対象者

　県立高等学校

今 回予 算額

現 計予 算額

事 業 費

150,000

0

0 0

　事業内容

国　庫
支出金

高等学校段階における
デジタル人材の育成強化

（単位：千円）

今回予算額

150,000

内　　　　容

〇情報、数学等の教育を重視するカリキュラムの充実
〇デジタル技術の活用に向けた教員の指導力向上
〇デジタル技術を活用した探究的な学びに必要な教育環境の整備
【対象校】
　県立高等学校15校
【予算単価】
　10,000千円/校
【環境整備例】
　デジタル機器整備（ハイスペックＰＣ、動画・画像生成ソフト
等）、理数教育設備整備　等

事業名 高等学校デジタル人材育成強化事業（国庫）【新規】

目　的

　情報、数学等の教育を重視するカリキュラムを実施するとともに、デジタルを活用した文理横断的な探究的な学び
を強化するために必要な教育環境を整備することにより、高等学校段階におけるデジタル等成長分野を支える人材育
成の強化を図る。

事業説明

支出科目 款：教育費　　項：教育総務費　　目：教育指導費
担当課 高校教育指導課

0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

150,000 0 0 0

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入

成果目標

〇　事業目標：デジタル人材育成に向けた教育環境等の整備

事業費　（単位：千円）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

繰入金 諸収入 県債 一般財源



令和６年度当初予算

内　　　　容 今回予算額

総合開会式
○高校生の企画による、演技、音楽、映像、放送、会場装飾など
総合開会式準備活動の推進

15,112

高校生による大会準備
活動

○広島県実行委員会において大会のおもてなしと機運醸成を担う
「広島県高校生活動推進委員会」の運営
○高校生がデジタル技術を効果的に活用しながら主体的に「広島版」
総合開会式の企画、広報、おもてなし及び機運醸成活動を展開

小　　　　計

14,413

39,994

競技種目別大会 ○会場地市町と連携した競技種目別大会の開催に向けた準備の推進 4,532

その他実行委員会
運営費

○総会及び専門部会等の運営など 5,937

○　令和７年度全国高等学校総合体育大会
　【主　　催】　(公財)全国高等学校体育連盟、開催県・開催県教育委員会、関係中央競技団体
　　　　　　　　（競技種目別大会は、会場地市町・会場地市町教育委員会を含む）
　【開催期間】　令和７年７月下旬～８月下旬
　【開催内容】　総合開会式及び30競技34種目の競技種目別大会を、中国５県及び固定開催地で開催
　　　　　　　　広島県では、広島市で総合開会式、４市町で７競技８種目を開催

広島市　　　　　：総合開会式、陸上競技、水泳（競泳）、剣道
福山市　　　　　：水泳（飛込）、ボート、少林寺拳法
福山市・尾道市　：テニス

（単位：千円）

安芸太田町　　　：登山

１　広島県実行委員会負担金

成果目標

○　事業目標：高校生による高校生のための安全・安心で一生心に残る大会の実現

事業費　（単位：千円）

２　全国高等学校総合体育大会推進室運営費

全国高等学校総合体育
大会推進室運営費

○建物賃借料、光熱費、事務費等 11,995

合　　　　　　計 51,989

財　　　　源　　　　内　　　　訳
国　庫
支出金

分担金・
負担金

使用料・
手数料

財産収入 繰入金 諸収入

今 回予 算額

前 年 度
当 初予 算額

事 業 費

51,989

22,884

　事業内容

支出科目 款：教育費　　項：保健体育費　　目：体育振興費
担当課 全国高等学校総合体育大会推進室

事業名 全国高等学校総合体育大会準備事業（単県）

目　的

　令和７年度に中国ブロックで開催する全国高等学校総合体育大会の開催準備を進める。

事業説明

　対象者

　高校生

0 281

県債 一般財源

0 51,708

0 0 0 0 0 0 0 22,884

0 0 0 0


